
主な事業

女性農業者
活躍支援事業
　農業法人で経営者・役員

として活躍を目指す女性農

業者を対象に、スキルアッ

プと意識改革を図るための

研修を実施します。

認定農業者

売上げ 5 千万円超のための支援

売上げ１億円超のための支援

農業法人グレードアップ事業

次世代経営者養成コース

高い経営力を有する農業法人の育成

農業法人で経営者・役員を

目指す女性農業者

リーダー力や優れた

ビジネス感覚の向上を支援

女性役員スキルアップ講座

女性農業者
活躍支援事業

将来に向けた埼玉農業の
担い手確保

　農業の担い手を育成・確保するため、新規就農希望者に対する研修や就農のマッチング、農業経営の法人

化支援等を行います。また、多様な担い手を育成するため、女性農業者の活躍を支援します。

　農林漁業者の経営力向上や農林水産業の競争力・持続性の強化を図るとともに、多面的機能

の発揮を促進し、農林水産物を安定供給するための主な取組をご紹介します。

農業者の経営能力を生かした、競争力の高い農業の実現

主な事業

多
様
な
新
規
就
農
者
の

確
保
育
成
の
実
現

農業経営法人化推進事業

　就農相談窓口の設置と「明日の農業担い手育成塾」の運営支援等により、農家子弟を含めた新規就農希望者の円滑な

就農を促進し、多様な担い手の確保育成を図ります。

　地域農業の担い手である認定農業者などの経営

発展を支援し、農業経営の法人化を推進します。

普及指導員による支援
経営戦略会議による
経営戦略の策定

「支援チーム（普及指導員・
専門家）」による伴走支援

主な事業 明日の農業担い手育成塾推進事業

就農相談窓口整備推進事業 明日の農業担い手育成塾推進事業

●相談窓口設置　　　●休日就農相談

●就農支援セミナー　●新農業人フェア

●経営改善計画書作成支援

●技術や経営に関する

　個別指導

●革新的技術の導入や

　経営改善のための研修

●専門家による経営分析と課題の抽出

●経営戦略会議の開催

●複数個別経営の法人化支援（補助金）

●新規就農相談や雇用就農者の定着に向けた

　サポート

●経営分析の実施

●法人化の啓発

●農業法人の経営発展支援

●経営戦略の見直し

●事業継承・独立就農支援

(1) 認定農業者経営改善支援事業 (2) 法人化支援事業（農業経営相談所の運営）

農林振興センター 農業経営相談所

農業経営相談所との連携

専門家との相談

●�就農時に必要

となる技術研

修支援

●�農地確保のた

めに必要な支

援

新

規

就

農

希

望

者

自
立
就
農
者
の
育
成

農業大学校等

農業法人等

法人の経営発展

法人化

経営改善支援

法人化志向
認定農業者

具体的な法人化相談

経営の高度化

トップマネジメントコース

ステップアップ

連携

令和３年度の主な食料・農林業・農山村施策5
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地域の特性に応じた、収益性が高く安定的な農林業経営に立脚する、持続性の高い農林業の実現

　収益性が高く安定的な農林業経営に資するよう、農地の基盤整備や森林整備、未利用農地の利活用などに取り組みます。

また、農業に係る様々なリスクへの対応を図るとともに、先端技術を活用したスマート農林業を推進します。

　農地の大区画化等により、農業生産性の向上と営農条件の改善を図り、農地の利用調整による経営規模の拡大や高収益

を目指す農業経営体の育成を促進します。また、農業水利施設の整備により、用水不足や排水不良を解消するとともに、

防災・減災上、重要な農業用ため池の耐震化と計画的な保全管理を推進し、自然災害の未然防止を図ります。

主な事業 農業生産を支える基盤の整備

担い手を育む農地の整備 農業水利施設の整備

＝ほ場整備事業＝

●農地の大区画化

●耕作道路を拡幅

＝農地防災事業＝

●�老朽化した農業

用ため池等の整

備

1 

生
産
基
盤

2 

リ
ス
ク
対
応

整備前 整備前整備後 整備後

　水源地域において、手入れの遅れやシカ

の被害等により荒廃し緊急に整備が必要と

なっている森林を対象として、針広混交林

の造成や荒廃森林の再生を行い、水源涵
かん

養

機能などの多面的機能の維持向上やスギ花

粉の削減、景観向上を図ります。

　アフリカ豚熱や高病原性鳥インフルエンザ

などの家畜伝染病の予防対策や、迅速かつ的

確な防疫対策に向けた危機管理体制の強化に

より、発生予防及びまん延防止を図ります。

　県を代表する経営類型のモデルとなる農業法人等に対して専門家を派遣し、経営の脆弱性、課題等を抽出し、防災・

減災などのリスク回避・軽減を目的とした経営継続計画（ＢＣＰ）の策定を支援します。

　未利用農地が比較的多い中山間地域において、未利用農地の整備と地

域特性を生かした農産物の導入を一体的に支援し、地元農産物の高付加

価値化と地域の魅力向上につなげ、中山間地域の活性化を図ります。

主な事業 水源地域の森づくり事業

主な事業 特定家畜伝染病
防疫体制強化事業

主な事業 農業法人経営継続計画策定支援事業

主な事業 未利用農地の利活用促進事業

林内が暗くなったため下草が減り土壌流出のおそれがある森林 整備され針広混交林化しつつある森林

整備前 整備後

家畜伝染病の
発生予防・まん延防止

●家畜保健衛生所が持つ既存情報

●�畜舎のレイアウトや農場内の作業動線

など、防疫作業に必要な情報を収集

情報をデジタル化し一元管理

●�県を代表する経営類型のモデルとなる農業法人

等に対して、専門家を派遣し BCP 策定を支援

●普及指導員が策定をフォロー

●野生鳥獣の生息状況等を把握

●農場への侵入防止対策を検討

家畜衛生情報共有システムの構築

経営継続計画（BCP）策定支援県

関係機関

農業団体等

野生鳥獣侵入リスク調査

安
定
的
な
農
産
物
生
産
・
販

売
・
雇
用
の
確
保

農
業
法
人
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

モ
デ
ル
法
人
の
選
定事業の周知

事業の説明・周知
経
営
の
安
定
化
・
強
靭
化

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

策定支援専門家

普及

指導員

農業法人

情
報
提
供
・
共
有
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●ドローンを活用した水稲や麦

の生育障害監視技術の開発

●施設キュウリ生産における

ＡＩの活用による生育・収

量予測技術の開発

3 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

主な事業 スマート農業の推進

　農業従事者が減少・高齢化する中、作業の「省力化」・「効率化」による規模拡大や経営の高度化、これまで経験や

勘として培われてきた技術・知識の「見える化」を通じて、先端的な情報通信技術等を活用したスマート農業を促進

します。

生育ムラあり 生育の均一化

施肥量
調整

生育不良

スマート農業に関する研究 スマート農業普及推進事業

省力樹形

研究開発 技術実証 普及実装

施設園芸先端サポート技術
導入事業

無人防除機

ＡＩによる生育・収量予測

ドローンによる生育障害監視

果樹産地再生支援事業のうち
未来型果樹園実証展示事業 

自動水管理システム 自動運転田植機

　林業従事者数が減少し、木材価格が低迷する中で、林業を維持・発展させていくために、ICT 技術を活用し、森

林資源情報の精度の向上や素材生産の省力化を進め、生産性の向上を図ります。

主な事業 スマート林業の推進

県による森林資源調査の実施 林業事業体の取組支援

ICT の活用

複数の丸太の径を瞬時

に読み取り材積を測定

航空レーザ

地上レーザ

●航空レーザを活用した資源調査の実施

●調査等で得られたデータをもとに森林クラウドシス

　テムを構築

●地上レーザ等の導入を支

援し、高精度資源量管理

を推進

●丸太仕分け作業及び丸太

自動認識システム等の導入

を支援し、省力化を推進

ドローンレーザ

情報共有・利活用

森林クラウド

市町村 林業事業体県

ドローン
で撮影

月／日

収
穫
予
測
量

カメラで
撮影

統合環境制御装置及び連動する機器

（細霧冷房システム）

ＡＩで
分析・予測

●スマート農業普及推進研究

会の開催

●モデル経営体によるスマー

ト農業技術の実証

●労働生産性の改善に必要な

機械や施設の導入支援

●生産・経営管理技術の確立・

普及

●省力化生産モデルの実証試

験地を整備

●企業と連携した先端技術の

実証
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多面的機能が発揮される農林業及び農山村の実現

　農業用水周辺の水辺の整備を通じて、良好な景観の形成、親水空間の提供など、多面的機能の発揮を図ります。また、

都市部においても森林への理解を醸成し、都市と山村の連携による森づくりを促進します。

　農業生産のために維持されてきた身近な水辺を対象として、県などが水路や遊歩道の整備を実施します。さらに市町村や地

域住民と連携し、整備した水辺空間を活用したイベントの実施や周辺マップ作成等を通じて、都市近郊農業の魅力を発信します。

　森林整備や木材利用を進めて森林の公益的機能の維持・発揮をより一層図ることを目的として、県が「埼玉県山とまち

をつなぐサポートセンター」を設置し、都市部の市町と山側の市町村の連携した取組の促進を図ります。

主な事業 水辺周辺活用事業（農業用水）

主な事業 森がつなぐ山とまちの未来事業

　県産農産物の安全・安心向上を図るとともに、新型コロナウイルス感染症の影響などを踏まえ、オンラインの

手法も活用して国内外での販路拡大を図ります。

需要に対応し、消費者に信頼される良質かつ安全な農産物を安定供給できる農業の実現 

食品安全・労働安全・環境保全の取組をわかりやすく解説した県独自のＧＡＰ（Ｓ－ＧＡＰ）の普及拡大を加速化させ、

農場管理の安全性と信頼性を一層向上させることで、安全・安心な農産物を広く県民に供給します。また、流通・加工

業者や消費者等のＳ－ＧＡＰに対する認知度の向上を図ります。

主な事業 Ｓ－ＧＡＰ加速化推進事業

例：適切な肥料・農薬の管理 農場評価の実施状況

生産者がGAPを実践 県がGAP実践状況を確認 農産物の安全・安心向上

整備イメージ (東京葛西用水 )

整備後整備前

●�県へ事業提案 

●�協議会を運営して提案を具体化

●�振興施設の整備

　（公園、案内看板等）

●�イベント企画等で利活用促進

●�住民や関係団体等と維持管理

●�沿線農業の魅力発信

地
域
振
興

住民、民間団体
●�地域振興イベント等の実施

●ウォーキングや散策等で利用

●清掃活動等の維持管理

利活用や
維持管理

県

●�地域振興に資する水辺づくり

●�利活用や維持管理を応援

水辺空間の
整備

連携協働

市町村

【 県 】 
埼玉県山とまちをつなぐ
サポートセンター

森林整備の支援（森林環境譲与税）

木工製品の提供、森林教育フィールドの提供、交流ツアーの提案等

都
市
部
の
市
町

山
側
の
市
町
村

山側に対する都市部の
ニーズを収集❶

山側が提供できる
メニューを収集❶

山側のニーズを
都市部に提供❷

都市部のニーズを
山側に提供❷
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　お茶の販売やレシピコンテストの開催、商品開発の支援などを通じて狭山茶の需要を喚起し、消費拡大を図る「オンラ

イン狭山茶まつり」をＷＥＢ上で開催します。

　県産農産物の海外販路を開拓するため、輸出を志向する生産者団体等への情報提供や、輸出先国でのＰＲ・商談の実施

など、輸出段階に応じた輸出支援を行い、県産農産物の輸出促進を図ります。	

　コロナ禍に対応した商談システムを導入し、いかなる状況下でも持続的に発展できる花き産業の確立を図ります。

主な事業

主な事業

主な事業

狭山茶需要創出促進事業

埼玉農産物輸出総合サポート事業

花きオンライン商談推進事業

　主食用米の需要が減少する中で、県産米の販売促進や消費拡大を支援していくことで、競争力強化を図り、県産米全体

の評価を向上させます。

主な事業 県産米競争力強化プロジェクト推進事業

販売促進対策

量販店でのキャンペーンの実施 統一デザインの運用や SNS を活用したブランド化

県
産
米
の
さ
ら
な
る

販
売
促
進
・
消
費
拡
大

県
産
米
全
体
の

競
争
力
強
化
・
評
価
向
上

生
産
者
の
所
得
向
上

●「オンライン狭山
茶まつり」を開催

●茶葉の消費拡大
につながる取組
を実施

●「狭山茶」を使った
多様な料理、菓子等
のレシピコンテスト
を実施

●茶葉を使った商品の
開発支援

●レシピや商品をＰＲ
し新たな需要を創出

●ＳＮＳを活用したＰ
Ｒ事業を実施

●「レシピコンテスト」
や「開発した商品」
のＰＲ、地域の名店
情報や、イベント情
報を発信

新
た
な
需
要
の

創
出
に
よ
り
、

茶
葉
全
体
の

需
要
を
回
復

●オンライン商談の実施　●取引市場の拡大、取引機会の増加
●開催方法の見直しにより、新たな流通体系を確立

持
続
的
に
発
展
で
き
る

花
き
産
業
を
確
立

輸出情報の提供

輸出セミナーや

研究会の開催

狭山茶輸出の促進

欧州の見本市等

へ出展し、狭山

茶の魅力を発信

県産農産物のＰＲ販売

海外において県

産農産物等のＰ

Ｒ販売・商談会

等の実施

ブランド定着支援

県産農産物の輸出拡大

従来の商談会 オンライン商談会

●ニーズに合わせた商品開発
●販売店や専門家の意見を取り入れた新商品

の開発支援

廃棄できる鉢花 かさばらないパッケージ
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